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SUMMARY : In this paper, I will describe the accent system of nouns of the Yeosu
Dolsan Island dialect located in Jeollanam-do, Korea, and will consider the compound
rules. I analyze the Dolsan Island dialect as a two-pattern accent system, in which the
pattern where the first two syllables are pronounced high pitch（α）and the pattern
where only the penultimate is pronounced high pitch（β）are distinguished. I would
like to point out that the accent features are similar to the Gyeongsang dialects.
Regarding the compound noun,（with the exception of some combination）basically,
first element（X） becomes the accent of the compound noun（Z）. But, many
compound nouns appear in accent pattern β when it comes to four syllables or more,
regardless of compound rules. From this phenomenon, I interpret the merge of α to β is
advancing.
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1 は じ め に
本稿は，韓国全羅南道（Jeollanam-do）麗水市（Yeosu-si）突山島（Dolsan-do）
方言の名詞のアクセント特徴を記述し，複合名詞のアクセント規則を明らかに
することを目的とする。第2節では，麗水地域のアクセントに関する先行研究
を紹介し，第3節では調査方法および話者情報などを提示する。第4節では，
名詞の単独形および付属語付きのアクセント特徴を概観し，2つの型が対立し
ていることを明らかにする。また，β 系列の1音節語は，特殊付属語付きのア
クセント現象が，慶尚道（Gyeongsang-do）諸方言におけるそれと本質的に変
わらないことを述べ，その特徴を保持していることにより，突山島方言におけ
るアクセント合流が，1音節語とそれ以外で別れたことを明らかにする。第5
節では，複合名詞のアクセント規則について考察し，（一部の組み合わせを除
き）基本的に前部要素（X）のアクセントが複合名詞（Z）のアクセントにな
ることを論ずる。4音節語以上になると規則に関係なく次末のみが高い音調型
（β）で現れる例が多いことを述べ，この点について，付属語付きの特徴と共
にアクセントの変化の面で考察を深める。最後に第6節で全体をまとめる。
突山島は，全羅南道麗水半島の南東部に位置し，人が住んでいる3つの島と
19の無人島から成る。3つの島のうち突山島は，韓国では8番目に大きい島
であり，麗水半島とは1984年にできた突山大橋でつながっている。かつては
西部慶尚南道（Gyeongsangnam-do）の南海道（namhae-do）とは活発な交流が
行われており，麗水地域の中でもより慶尚道地域に隣接している。このような
地理的な特徴から，アクセント特徴の類似性が期待される。今回の調査地域は
突山島の中でも郡内理（Gunne-ri）と昇月里（Seungweol-ri）であり，麗水市内
からは車で約30分離れた所にある。昇月里は郡内理から車で約10分離れた所
に位置している。
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2 先 行 研 究
麗水市のアクセント研究に関する先行研究には，田村 宏（1985）と孫在賢
（2005）がある。
田村（1985）は，4音節までの名詞を扱い，名詞単独及び助詞付きの音調型
から，3種類の声調が区別される語声調言語1）と結論づけている。表1に，田
村（1985）による麗水方言のアクセント体系を，記号および配列を改めて示す
（以下では，○→任意の音節，◎→任意の助詞を表し，音調表記は上昇→［，
下降→］を用いる）。
1）用語は，早田輝洋（1999［1977］）に拠る。
麗水市
突山
郡内里
図1 韓国全羅南道麗水市突山島
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語声調 1音節語 2音節語 3音節語 4音節語
A 上昇型 ○［◎］ ○［○］◎ ○［○］○◎ ○［○］○○（○［○○］○）
B 平板型 ［○］◎ ［○○］◎ ［○○］○◎ ［○○］○○（［○○○］○）
C 下降型 ［○］◎ ［○］○◎ ［○］○○◎ ［○］○○○
表1 麗水方言のアクセント体系（田村 宏）
1音節語 2音節語 3音節語 4音節語 5音節語
Ａ ○［◎］ ○［○］◎ ○［○］○◎ ○［○］○○◎ ○［○］○○○◎
Ｂ
［○］◎
［○○］◎ ［○○］○◎ ［○○］○○◎ ［○○］○○○◎
Ｃ ［○］○◎ ［○］○○◎ ［○］○○○◎ ［○］○○○○◎
表2 麗水方言のアクセント体系（孫在賢）
孫（2005）は，5音節までの名詞を扱い，名詞単独形，助詞付きのそれぞれ
に言い切り形2）と接続形の区別がある3型アクセント体系と捉えている。表2
に助詞付きの言い切り形のみを，記号および配列を改めて提示する。
両者は，解釈が異なるものの，3つのアクセント型が対立する体系と捉えて
いる点では共通する。3）これに対して，本稿で扱う突山島方言は，体系の上で両
者とは異なり，その違いは麗水方言における地域差によるものと捉えられる。
ちなみに，突山島方言のアクセントに関する先行研究はまだない。
以下では突山島方言の名詞のアクセント特徴を概観し，複合名詞の規則につ
いて詳しく述べる。
3 音素体系及び調査方法
3．1 音素体系
7種の母音を持つ体系で，それぞれ長短の区別がある。この長母音は，他の
2）用語は，上野善道（1977）に拠る。
3）他に金次均（1969）があるが，全羅南道方言に関する研究であり，麗水方言の体系に関
する具体的な記述ではない。
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方言と同様に，語頭でしか現れない。子音は標準語と一致する。本稿を通して
以下の音素表記を用いて表記する。
・短母音：/i,‐i , u, o, e, e, a/ ・長母音：/i:,‐i :, u:, o:, e:, e:, a:/
・子 音：/p, t, s, c, k, p’, t’, s’, c’, k’, ph, th, ch, kh, m, n, r,  , h/
・半母音：/w/, /j/
3．2 調査方法
複合名詞を含む名詞約3，000語の単独形および付属語付きの音調を読み上げ
式で観察した。付属語は，名詞に付いた時のアクセント特徴により，一般付属
語・特殊付属語と分類できる。慶尚道方言では，名詞に順接するものを一般付
属語，自らのアクセントを持っているものを特殊付属語と呼んでいる（姜：
2008）。突山島方言におけるこれらの付属語は，後述の4節の β 系列の1音節
語に付いた時に，それぞれ異なるアクセント特徴を見せることから，本稿でも
慶尚道方言に倣って分類した。一般付属語の中で異形態を持つものは，名詞の
音節構造により，CVの名詞には -CV（C）の付属語が，CVCの名詞には -V（C）
の付属語が付く。
・一般付属語：-i/-ka（～が），-to（～も），-e（～に），-eto（～にも），-ita
/-ta（～だ）
・特殊付属語：-k’aci（～まで），-pota（～より）
話者は，突山島出身の3人であり，郡内理（Gunne-ri）と昇月里（Seungweol-
ぱく き うぉん
ri）のアクセント体系の違いはない。本稿は，より詳しく調査できた朴基 源
氏の資料に基づく。
ぱく き うぉん そ はくちゅん
・郡内理の話者：朴基源（1934年生まれの男性），徐鶴春（1947年生ま
れの男性）
ちぇ う きる
・昇月里の話者：崔又吉（1946年生まれの男性：約500語調査）
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1音節語 2音節語 3音節語 4音節語 5音節語
α ［○］］ ［○］○ ［○○］○ ［○○］○○ ［○○］○○○
β ［○］］ ［○］○ ○［○］○ ○○［○］○ ○○○［○］○
α
pi
（雨）
ima
（額）
mucike
（虹）
harap eci
（祖父）
tothorinamu
（どんぐりの木）
ke:
（犬）
ka:mki
（風邪）
i:jaki
（話）
s e: c e m eri
（性格，気質）
k e:cinmarce i
（嘘つき）
β pe（梨）
namu
（木）
s e nja k’an
（鍛冶屋）
k’ekurakc’i
（蛙）
enciso k’arak
（小指）
表3 名詞の音調型一覧
4 名詞のアクセント体系
表3に，突山島方言の5音節までの名詞単独形の音調型を語例と共に示す4）
（長母音音節→○：，音節内の下降→］］，の意味で用いる）。
α系列は，文節を単位に，最初の2音節が高く，その後は低く発音される。
1音節語は単独では下降調，1音節の付属語が付くと［○］◎で発音され，α
系列本来の特徴が現れない。これは，この方言が文節末の高い音調型を避ける
ことにより，［○◎］］の最後の H（高）が1音節前にずれて現れるためであ
る。5）2音節以上の付属語が付いて文節の長さが3音節以上になると［○◎］◎が
現れ，6）α 系列本来の特徴が現れる。
4）他の方言と同様に4音節以上の語になると所属語彙のほとんどが複合語になる。
5）1音節の付属語付きでは，随意的に［○◎］とも発音されるが，次の単語などを連続して
読み上げた際によく現れる。これは，次の文節（単語）までを1つの単位と捉えているこ
とにより，［○］◎はもう文節末としては認識されないため，［○◎］が現れると解釈する。
（C）Vの名詞の場合は，-ta（～だ）を付け，文節を言い切った形で発音すると簡単に［○］
◎が確認できる。
6）（C）VCの名詞に -ita（～だ）が付いて文節の長さが3音節になると［○］◎◎（および［○］
◎］◎）も随意的に現れるが，k’um（夢），s’uk（ヨモギ），chek（本），chum（踊り），son（手）
のように語頭子音が濃音，激音，sで始まる傾向がある。また，特殊助詞 -pota（～より）
が付いた時も語頭子音が濃音，激音，sで始まる例において同様な現象が見受けられる。
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⑴ 単独 -i/-ka（～が） -ita/-ta（～だ） -pota（～より）
pi（雨） ［○］］ ［○］◎ ［○］◎ ［○◎］◎
ip（口） ［○］］ ［○］◎ ［○◎］◎ ［○◎］◎
これに属するその他の語例は，ka （川），kir（道），kwi（耳），pe（腹・舟），
nun（目），mur（水），mom（身体），par（足），pam（夜），so（牛），s’e（鉄），
tar（月），t’ar（娘），cho （銃），phur（草），kho（鼻），ot（洋服），i（歯），など
がある。
2音節語も，単独では［○］○で発音され，α 本来の特徴が現れない。これは，
単位が短く，且つ文節末の Hが1音節前にずれて発音されるためである。7）任
意の付属語が付いて文節の長さが3音節以上になると本来の特徴が現れる。8）
⑵ 単独 -ita/-ta（～だ） -pota（～より）
ima（額） ［○］○ ［○○］◎ ［○○］◎◎（～［○○◎］◎）
nunmur（涙）［○］○ ［○○］◎◎（～［○○◎］◎）［○○］◎◎（～［○○◎］◎）
ただし，付属語が付いて文節の長さが4音節以上になると，第2音節の H
が後ろにずれて次末音節まで高く発音される音調型も自由に現れる。後述の3
音節語以上でも同じ現象が現れる。
7）単独形では［○］○と共に［○○］も随意的に現れるが，注5でも触れたように，次の付属
語乃至単語を続けるつもりで発音した時によく現れる。付属語が付くとその名詞はもう文
節末としては認識されなくなるため，［○○］が現れると捉える。
8）付属語が付いて文節が3音節になると随意的に［○］○◎でも現れる例がある。例えば，
t’uks’im（度胸），s’aum（喧嘩），chimmur（唾），phipu（肌），h‐inc ek（跡），se ir（誕生日），
sori（音），suc e（スプーンとお箸），sicip（嫁入り），kama（輿），ko sa（工事），pin‐ir（う
ろこ），‐inhe （銀行，銀杏），ipur（布団），is‐ir（露）のようなものであり，語頭子音が濃
音，激音，sで始まる例が多いが，そうでないものもある。これらの例の多くは，慶尚道
方言では［○］○…（①型）に属するものであり，この①型が，突山島方言では α 系列と対
立を失っている。よって，突山島方言で現れる［○］○◎は，対立を失ったものの，合流前
の音調型が随意的に現れているものと解釈する。この点については，後述の β（次末音節
のみが高い音調型）の1音節語の付属語付きの特徴でより詳しく扱う。ちなみに，話者の
間でも［○］○◎で現れる例は一致しない。
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これに属するその他の語例は，kur‐im（雲），kir‐im（油），kimchi（キムチ），
k’ori（尾），nai（年齢），neir（明日），m eri（頭），moki（蚊），mur‐ip（膝），pata
（海），j eca（女性），sas‐im（鹿），s ertha （砂糖），sinpar（履物），thok’i（兔），
hakk’e（学校），h eri（腰），ai（子ども），on‐ir（今日），ir‐im（名前），などがあ
る。
3音節以上の名詞は，単独形では基本的に，［○○］○…で発音され，α 系列
の特徴が保持されている。
⑶ mucike（虹）
単独 ［○○］○
-ita/-ta（～だ） ［○○］○◎（～［○○○］◎）
-pota（～より） ［○○］○◎◎（～［○○○◎］◎）
harap eci（祖父）
単独 ［○○］○○（～［○○○］○）
-ita/-ta（～だ） ［○○］○○◎（～［○○○○］◎）
-pota（～より） ［○○］○○◎◎（～［○○○○◎］◎）
tothorinamu（どんぐりの木）
単独 ［○○］○○○（～［○○○○］○）
-ita/-ta（～だ） ［○○］○○○◎（～［○○○○○］◎）
-pota（～より） ［○○］○○○◎◎（～［○○○○○◎］◎）
⑶のように，3音節語は，単独で［○○］○で発音され，α の特徴が現れる。9）
しかし，任意の付属語がついて文節の長さが4音節以上になると，［○○］○◎
9）k’umnamu（有望な人），p’uritt’or（根石），s’aumcir（喧嘩），chits’orcir（歯磨き），hankawi
（お盆），harm eni（お祖母さん），sonsuk en（ハンカチ），kaori（エイ），k epuki（亀），narka to
（強盗），tarriki（走り），men‐iri（嫁）などは［○］○○も随意的に現れる。語頭子音が濃音，
激音，sで始まる例が多いが，そうではない例もある。これらの例の多くは，慶尚道諸方
言では①型に属するものであり，この①型が，突山島方言では α 系列に合流し，その対立
を失っている。よって，［○］○○は合流前の音調型が自由変異として現れているものと捉
える（注8も参照）。
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以外に文節全体が次末音節まで高く発音される傾向が強い。4音節語・5音節
語は単独形でも，本来の音調型［○○］○○（○）以外に，第2音節の Hが後ろ
にずれて，文節全体が次末音節まで高く発音される傾向が非常に強い。10）付属
語付きにおいても同じことが言える。
これに属するその他の語例は，namtemun（南大門），naphark’ot（朝顔），
nunt’o ca（瞳），nek‐imse（匂い），tar‐iri（満潮），tochepi（お化け），murk’oki（魚），
sk‐imchi（ほうれん草），sinui（義理の姉），sipumo（義理の親），cac enk e（自転
車），co ipe（紙船），thek ento（太拳道），men‐irik’am（お嫁の候補），patap’ara
（潮風），‐inhe namu（銀杏の木），simsurce i（意地悪），s ertha k’aru（砂糖），
co ipihe ki（紙飛行機），などがある。
α には，第1音節に長母音を有する語例があるが，緩やかな上昇調で発音さ
れる。これは分節音の違いであり，アクセントの違いによるものではない。文
節の長さが4音節以上になると次末音節に向かって第2音節の Hがずれて現
れる現象は，語頭長母音を持っていない語例と同様である。11）具体的なアクセ
ント特徴は前述の⑴，⑵，⑶と同様である。
⑷ 単独 -ita/-ta（～だ） -pota（～より）
ke:（犬） ［○：］］ ［○：］◎ ［○：◎］◎
ka:mki（風邪）［○：］○ ［○：○］◎ ［○：○］◎◎
（～［○：○◎］◎）
i:jaki（話） ［○：○］○ ［○：○］○◎ ［○：○］○◎◎
（～［○：○○］◎） （～［○：○○◎］◎）
s e: c e m eri ［○：○］○○ ［○：○］○○◎ ［○：○］○○◎◎
（性格，気質） （～［○：○○］○） （～［○：○○○］◎） （～［○：○○○◎］◎）
10）時には同じ単語であっても，○［○］○・○○［○］○・○○○［○］○のように，後述の β
とも発音されたりする。
11）注10で触れたように，後述の β の音調型も随意的に現れるが，この場合は語頭長母音
が短母音化する。
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k e:cinmarce i ［○：○］○○○ ［○：○］○○○◎ ［○：○］○○○◎◎
（嘘つき） （～［○：○○○］○）（～［○：○○○○］◎）（～［○：○○○○◎］◎）
これに属するその他の語例は，ki:m（海苔），nu:n（雪），ma:r（言葉），to:r
（石），no:in（老人），te:nca （味噌），pe:chu（白菜），sa:ram（人），k:iciki（背
伸び），nu:nsaram（雪だるま），to: mur en（動物園），we:kuk e（外国語），sa:maki
（カマキリ），si:mpur‐im（お遣い），ho:ra i（とら），we:nsonk’arak（左手の指），
we:harm eni（母方の祖母），to:rminari（セリの一種），ma:nurace i（女房の俗語），
we:harap eci（母方の祖父），などがある。
β系列は，文節の次末音節のみが高く発音される。1音節名詞は，単独では
下降調，一般付属語が付くと［○］◎／［○◎］◎で発音され，β 系列の特徴では
なく，α 系列の特徴が現れる（例⑴も参照）。
⑸ 単独 -i/-ka（～が） -ita/-ta（～だ）
pe（梨） ［○］］ ［○］◎ ［○］◎
mar（馬） ［○］］ ［○］◎ ［○◎］◎12）
これに対して，特殊付属語が付くと⑹のように○［◎］◎となり，α 系列の
［○◎］◎と区別される。13）
⑹ 単独 -pota（～より） -k’aci（～まで）
pe（梨） ［○］］ ○［◎］◎ ○［◎］◎
mar（馬） ［○］］ ○［◎］◎ ○［◎］◎
12）［○］◎◎も随意的に現れるが，［○◎］◎とは対立を成さない。話者の間でも［○］◎◎と
も発音される例が一致しない（注8，9も参照）。
13）⑸と⑹の現象は，複合語形成の時と類似する（詳しくは5節で述べる）。
① ［○］］（β） ［○］］（α） ［○］○／［○○］◎（α）
k‐im（金） ＋ pit（色） → k‐imp’it（金色）／ k‐imp’it-i（金色が）
② ［○］］（β） ［○］○（β） ○［○］○／○○［○］◎（β）
k‐im（金） ＋ pinj e（簪） → k‐impinj e（金の簪）／ k‐impinj e-ka（金の簪が）
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⑸，⑹の現象から，β 系列の1音節語は本来から β に属したものではなく，
アクセント変化により β に移行したものと解釈できる。所属の語彙はすべて
慶尚道諸方言の①型（［○］○…）に対応し，特殊付属語付きの特徴も慶尚道諸
方言のそれと類似しているためである。これについては，次の⑺で慶尚道方言
のアクセント特徴と比べて具体的に述べる。ここでは便宜上，慶尚道諸方言の
うち，3つの型が対立する山清（sancheong）方言を取り上げる。14）
⑺ ⅰ） sur（お酒） sur-ita（～だ） sur-pota（～より）
山清方言 ［○］］（①型） ［○］◎◎ ○［◎］◎
突山島方言 ［○］］（β） ［○◎］◎ ○［◎］◎
ⅱ） ima（額） ima-ta（～だ） ima-pota（～より）
山清方言 ［○］○（①型） ［○］○◎ ［○］○◎◎
突山島方言 ［○］○（α） ［○○］◎ ［○○］◎◎
（7ⅰ）の sur（お酒）は，山清方言では第1音節が高く発音される①型であり，
単独では下降調，一般付属語が付くと［○］◎◎になる。これに対して，特殊付
属語が付いた時は，「語末核型規則」（姜2008）により○［◎］◎で発音される
（網掛けの部分）。15）突山島方言でこの例は，単独では下降調，一般付属語付き
は［○◎］◎（α）が現れるが，特殊付属語付きは○［◎］◎（β）が現れる（例
⑸，⑹も参照）。この特殊付属語付きの現象は，山清方言における「語末核型
規則」と本質は同じものであり，これにより α 系列との区別が保たれている。16）
（7ⅱ）の2音節語 ima（額）は，山清方言では①型であり，単独形・付属語付
き共に［○］○…（①型）で現れる。これに対して，突山島方言では単独形・付
14）理解を助けるために，山清方言の3音節語までの音調型一覧を以下に示す。
1音節語 2音節語 3音節語
① ［○］］ ［○］○ ［○］○○
α ［○］］ ［○○］ ［○○］○
β ○［○］ ○［○］○
韓国全羅南道麗水方言における2型アクセント 127
属語付き共に α で現れ，山清方言の①型が突山方言の α 系列に対応している
（3音節以上も同様）。つまり，山清方言の①型は，突山島方言では α 系列と
対立を失っており，多くの例が α に合流しているのである。ただし，（7ⅰ）で
述べた通り，1音節語だけは「語末核型規則」による現象を保持しているため，
α との区別を保ったまま β へ移行したと解釈できる。このような変化の結果に
より，1音節語の一般付属語付きは α 系列の特徴が現れ⑸，特殊付属語付き
は β 系列の特徴が現れている⑹。
これに属するその他の語例は，kuk（スープ），k’ot（花），tak（ニワトリ），
mar（馬），mok（首），mun（扉），pat（畑），pa （部屋），cip（家），san（山），
s’ak（芽），cha（車，お茶），kho （豆），phar（腕），‐in（銀），h‐ik（壌），などが
ある。
2音節語の単独形は，文節末の Hを避けるため，最後の Hが1音節前にず
れて［○］○で現れ，17）α 系列と区別されないが，任意の付属語が付いて文節の長
15）慶尚道諸方言おける「語末核型規則」は，「語末核型＋有核の要素＝後部の核の位置が
活きる」というものであり，付属語付きおよび複合語の結合の際に働く規則として知られ
ている。
pe（梨） -k’aci（～まで） -k’acito（～までも）
⒜ 大邱（Daegu）方言： ［○］］（①型） ○［◎］◎ ○［◎］◎◎（②型）
⒝ 山清方言： ［○］］（①型） ○［◎］◎ ○［◎◎］◎（－②型）
⒜は，語末核型である①型の1音節語に，-k’aci（［◎］◎）／-k’acito（［◎］◎◎）が付くと，
付属語のアクセント位置が活きた音調型（○［◎］◎／○［◎］◎◎）が現れる。これは，「語
末核規則」による典型的な現れ方である。⒝も，語末核型に特殊付属語が付いたものであ
り，⒜のように典型的な現れ方ではないものの，○［◎◎］◎が現れ，「語末核型規則」に
よる現象と本質は同じであると解釈した（姜2012a）。この点について姜（2012a）は，山
清方言の①型の1音節語が○［○…○］○型（－②型）に合流しかけているためと解釈した。
16）姜（2012a）は，山清方言（および泗川方言）における①型の1音節語の一般付属語付きと
特殊付属語付きの音調特徴を取り上げ，上野善道（2012［2011］）が定義する N型アクセン
トの一般特性のうち，「文節性」および「系列化」の面で考察をし，文節性と系列化がと
もに成り立たないことを指摘した。これを根拠に，①型の1音節語が他のアクセント型と
性質が異なると解釈し，2つの性質の異なるアクセントが共に存在する3型アクセント
（泗川方言は4型）と主張した。突山方言における β 系列の1音節語も，「文節性と系列化」
が共に成り立たず，性質が異なると解釈できる。この点については，稿を改めて論じたい。
17）1つの単語の中でも，随意的に○［○］（MHも含む）も現れるが，後ろに1音節の付属
語を続けるつもりで発音したりすると，名詞は文節末ではなくなるため，○［○］が現れる
と捉える。
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さが3音節以上になると本来の特徴が現れる（例⑵も参照）。
⑻ 単独 -ita/-ta（～だ） -pota（～より）
namu（木） ［○］○ ○［○］◎ ○○［◎］◎
param（風邪） ［○］○ ○○［◎］◎ ○○［◎］◎
tarimi（アイロン） ○［○］○ ○○［○］◎ ○○○［◎］◎
s e nja k’an（鍛冶屋） ○［○］○ ○○○［◎］◎ ○○○［◎］◎
k’ekurakc’i（蛙） ○○［○］○ ○○○［○］◎ ○○○○［◎］◎
so k’arakc’ir（指さし） ○○［○］○ ○○○○［◎］◎ ○○○○［◎］◎
totu nomk’asi（センダン草） ○○○［○］○ ○○○○［○］◎ ○○○○○［◎］◎
enciso k’arak（小指） ○○○［○］○ ○○○○○［◎］◎ ○○○○○［◎］◎
これに属するその他の語例は，karu（粉），namur（ナムル），tari（足），pori
（麦），s etap（洗濯），sok‐im（塩），cija（瓦），h epa （くぼ地），takk’oki（鶏肉），
pot’ari（風呂敷），park’arak（足の指），kho namur（豆もやし），p’i ari（雛），cum eni
（袋），manmen‐iri（長男の嫁），si k’imakcir（隠れん坊），ca k’imakc’ir（鬼ごっ
こ），k’ekurisori（蛙の音），narakk’asirak（のぎ），heorip’aram（竜巻），などが
ある。
このように，麗水市突山島方言の名詞のアクセントは，文節の最初の2音節
が高いもの（α）と文節の次末音節のみが高いもの（β）の2つの型が対立す
る体系である。α 系列は，3音節語までは，型の特徴が安定して現れるが，名
詞単独および付属語が付いて文節の長さが4音節以上になると，次末音節まで
高い音調型で発音される傾向が非常に強い。さらに，文節の長さが4音節以上
の場合は，β とも現れやすく，α と β の対立が失われつつある。
β の1音節語は，本来から β に属したものではなく，慶尚道山清方言におけ
る①型の語末核型に属したものが，「語末核型規則」による現象を保ったまま
β に移行したものと解釈できる。「語末核型規則」を受けない①型2音節語以
上の多くは，突山方言では α 系列に合流している。
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X Y Z
α 任意 α
β
1音節語 1音節語の α α
その他 β
表4 複合名詞のアクセント規則
5 複合名詞のアクセント
5．1 複合名詞の結合規則
この節では，複合名詞を成す際のアクセント規則について考察し，表4の規
則が働いていることを述べる。前部要素を X，後部要素を Y，複合名詞を Z
で簡略表記する。
表4の規則は，「Xが1音節語の β＋Yが1音節語の α」の組み合わせ（網
掛けの部分）以外は，基本的に Xのアクセントそのものが活きる。以下に，
具体例を提示する。
5．1．1 Xがαの複合名詞
⑼
X Y Z
［○］］ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
pom（春） pi（雨） pomp’i（春雨）
［○］］ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ［○］○／［○○］◎（α）
ke:（犬） cip（家） ke:cip（犬小屋）
［○］］ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ［○○］○（α）
mur（水） ca nan（遊び） murca nan（水遊び）
［○］］ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○（α）
ka （川） param（風） ka p’aram（川風）
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［○］○ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○○］○（α）
ka:mki（風邪） jak（薬） ka:mkijak（風邪薬）
［○］○ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ［○○］○（α）
mij ek（わかめ） kuk（スープ） mij ekk’uk（わかめスープ）
［○］○ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ［○○］○○（～［○○○］○）18）（α）
nunmur（涙） pata（海） nunmurp’ata（涙の海）
［○］○ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○○（～［○○○］○）（α）
te:chu（棗） namu（木） te:chunamu（棗の木）
［○○］○ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○○］○○（～［○○○］○）（α）
irpon e（日本語） chek（本） irpon echek（日本語の本）
［○○］○ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○○○（～［○○○○］○）19）
tothori（ドングリ） namu（木） tothorinamu（ドングリの木）（α）
＊＊必要に応じて付属語付きの音調型をスラッシュで区切って示す（以下同様）。
⑼の例は，Yのアクセントに関係なく Xのアクセント（α）そのものが Zの
アクセントになる。
5．1．2 Xがβの複合名詞（Yが1音節語のα以外）
⑽
X Y Z
［○］］ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ［○］○／○［○］◎（β）
sur（お酒） cip（家） surc’ip（居酒屋）
［○］］ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○［○］○20）（β）
san（山） thok’i（兔） santhok’i（山兔）
18）○○［○］○とも現れる例も多く，α と β の対立が失われつつあると考えられる。後述の
5．2節の⒀参照。
19）Yの長さが3音節の組み合わせは（2X＋3Y），殆どの例が，［○○○○］○～○○○［○］
○で現れる（5．2節参照）。
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［○］］ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ○［○］○（β）
k’ot（花） karu（粉） k’otk’aru（花粉）
［○］○ ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ○［○］○（β）
achim（朝） pap（ご飯） achimp’ap（朝ごはん）
［○］○ ＋ ［○］］／○［◎］◎（β） → ○［○］○（β）
kiwa（瓦） cip（家） kiwac’ip（瓦の家）
［○］○ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○○［○］○（β）
param（風） sori（音） paramsori（風音）
［○］○ ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ○○［○］○（β）
tamphu （銀杏） namu（木） tamphu namu（銀杏の木）
⑽は，Yのアクセントに関係なく Xのアクセント（β）が Zのアクセントに
なる。
5．1．3「X＝1音節語のβ」＋「Y＝1音節語のα」
⑾
X Y Z
［○］］（β） ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
k’ot（花） ma:r（言葉） k’ommar（花言葉）
k‐im（金） sek（色） → k‐imsek（金色）
⑾の例は，Xが1音節語の β，Yが1音節語の α の組み合わせであり，Zは
α になる。これは，4節の β の1音節語に一般付属語が付くと α で現れる現象
20）この組み合わせの例の中で，t’o phari（糞蠅）amnip’ar（前歯），chokanca （酢醤油），
h‐ikc’a nan（土遊び）は，［○○］○（α）とも現れる。これらの例は，慶尚道方言では結合
規則により Xのアクセントが活きる①型になるものである。慶尚道方言の①型の2音節語
以上は，突山島方言では α に合流しているため［○○］○も現れていると考え，この型は旧
規則によるものと解釈する。
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と連続しており（例⑸参照），複合名詞を成す時も同じ特徴が現れる（注13の
①も参照）。これに属するその他の語例は，k‐imton（金貨），k’otk’e（毛ガニ），
‐inton（銀貨），ku mur（スープ），k’ots’in（花柄の靴），takc’uk（ニワトリのお
粥），t’o k’e（雑種の犬），kho pap（豆ごはん），h‐ikp’ar（土足），‐insek（銀色），
cipk’ap（家賃），th ersir（毛糸），jaktho （薬箱），などがある。
5．2 複合名詞の規則に合わない例
5．1節で述べたように，この方言の複合名詞のアクセントは，「X＝1β」＋
「Y＝1α」の組み合わせを除き，基本的には Xのアクセントが複合語のアクセ
ントになる。しかし，複合名詞の規則に合わない語例があり，この節で具体例
を取り上げてまとめる。
⑿ X Y Z
［○］］（α） ＋ ［○］］／［○◎］◎（α） → ［○］○／○［○］◎（β）
par（足） t‐i （背中） part’‐i （足の甲）
［○］］（α） ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○［○］○（β）
par（足） patak（床） parp’atak（足裏）
［○］］（α） ＋ ［○］○／○［○］◎（β） → ○［○］○（β）
mir（小麦） karu（粉） mirk’aru（小麦粉）
⑿は，Xが α であるため，規則通りならば Xのアクセントが活きた α が期
待されるが，結果は β で現れる。これらの例は出来上がった語形に後からア
クセントが与えられたものと捉える。ちなみに，⑿のような例は，規則による
ものより語例が少なく，慶尚道方言でも規則の例外と現れるもので，所属語彙
も一致する。21）
21）中期朝鮮語にもこれと平行的な例があり，「去＋平」／「去＋平平」の結合は「平平」／「平
平平」になる場合がある（金完鎭1973：74）。⑿の例はこれと平行するものと捉えられる。
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これに属するその他の語例は，parmok（足首），khot’‐i （鼻の背），sonmok（手
首），sont’‐i （手の甲），phurpat（草畑），t’ ekk’uk（お雑煮），kirp’atak（道端），
t’a p’atak（地面），murp’a ur（水滴），parc’akuk（足跡），papk’‐ir‐ik（お椀），pitp’a ur
（雨のしずく），pitc’urki（雨脚），sonp’atak（手のひら），otk’ eri（ハンガー），
chekk’apa （カバン），phatk’omur（小豆の餡），などがある。
また，4音節語以上の中で，Y＝2音節語以上の時は，Xが α であっても β
になる例が多い。
⒀ 「X＝α」＋「Y＝2音節以上の語」
［○］○ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○○［○］○（β）
kukhe（国会） iw en（議員） kukheiw en（国会議員）
［○］○ ＋ ○［○］○（β） → ○○○［○］○（β）
nunmur（涙） cum eni（袋） nunmurc’um eni（涙腺）
［○○］○ ＋ ［○］○／［○○］◎（α） → ○○○［○］○（β）
irhwejo （使い捨て） chisor（歯ブラシ） irhwejo chisor（使い捨て歯ブラシ）
⒀の現象は，4節で述べたように，文節の長さが4音節以上では，「文節全
体で次末下降にしよう」という働きが非常に強く，その結果 β との対立を失
いつつあるためと解釈する。
これに属するその他の語例は，kimchik’u mur（キムチの汁），noresori（歌声），
muciketari（ジャングルジム），pinutp’a ur（シャボン玉），sikep’an‐ir（時計の針），
kimchine ca ko（キムチ冷蔵庫），tamims ense nim（担任の先生），murk’okicari
（魚座），simparc’um eni（シューズ入れ），sek’ipark’arak（足の小指），co ic’okari
（紙切れ），soncam en‐iri（孫の嫁），などがある。22）
22）これらの例の中には，慶尚道諸方言でも複合名詞の規則とは関係なく，○［…○］○のよ
うに例外的に現れるものがある。
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5．3 接頭辞のアクセント
本節では，5．1節で考察した複合名詞のアクセント規則によると単独では使
われることのない接頭辞のアクセントが推測できることを論ずる。23）
5．3．1 指示詞コ・ソ・ア
2音節語までの単独名詞に指示詞 i（コ），k‐i（ソ），c e（ア）を付けると，
名詞自体のアクセントは失われ，文節全体が α で発音される。これらの指示
詞のアクセントは，複合名詞のアクセント規則によって逆に推測可能である。
⒁ ［○］○／［○○］◎（α） → ［○○］○（α）
i/k‐i/c e ＋











j eca（女性） ij eca/ k‐ij eca/c ej eca
（この／その／あの）［○：］○／［○：○］◎（α） → ［○○］○24）（α）
c e:nhwa（電話） ic enhwa/k‐ic enhwa/c ec enhwa
［○］］／［○◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
ot（服） iot/k‐iot/c eot
［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○（α）
i/k‐i/c e ＋








sacin（写真） isacin/k‐isacin/c esacin
（この／その／あの）［○］］／○［◎］◎（β） → ［○］○／［○○］◎（α）
san（山） isan/k‐isan/c esan
指示詞（X）を名詞の前に付けると名詞のアクセント（Y）に関係なく文節
全体（Z）が α になるため，表4の複合名詞の規則により，指示詞のアクセン
トは α と分かる。25）
23）ここでは，指示詞を接頭辞にまとめて分類する。
24）名詞の長母音は，語頭でしか現れないため，指示詞が付くと語頭ではなくなるため，短
母音化する。
25）k‐i-（その）が付くと，k‐isaram（その人）→○［○］○のように β で現れたりもするが，基
本的には α で現れる。この現象は慶尚道方言でも共通している。
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5．3．2 接頭辞のアクセント
⒂ α に属するもの： pur-（不），het-（初），s’i-（「女性から見た」婚家），phut-
（青），ku:n-（余分の），pu:-（副）
［○：］］／［○：◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
het-（初） ＋








pa:m（栗） hepp’am（新栗）
［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○（α）
namur（ナムル） hennamur（新菜）
［○：］○／［○：○］◎（α） → ［○○］○（α）
phut-（青） ＋








sa:kwa（りんご） phuts’a:kwa（青りんご）
［○］○／○［○］◎（β） → ［○○］○（α）
kochu（唐辛子） phutk’ochu（青唐辛子）
⒂は，接頭辞（X）het-（初）と phut-（青）の単独のアクセントが分からな
いが，全体のアクセントから逆に推測できる。hepp’am（新栗）・hennamur（新
菜）および phuts’a:kwa（青りんご）・phutk’ochu（青唐辛子）は，後部（Y）の
名詞のアクセントに関係なく Zが α になる。このような結果になるのは，表
4の複合名詞の規則から Xが α の時である。よって het-（初）と phut-（青）は
α と分かる。
⒃ β に属するもの：men-（素），hor-（そろいでない，単独），se -（生），h et-（無駄）
［○：］］／［○：◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
se -（生）＋











pa:m（栗） se pam（生栗）
［○］○／［○○］◎（α） → ○［○］○（β）
koki（肉） se koki（生肉）
［○］○／○［○］◎（β） → ○［○］○（β）
kochu（唐辛子） se kochu（生の唐辛子）
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［○：］］／［○：◎］◎（α） → ［○］○／［○○］◎（α）
men-（素）＋











ki:m（海苔） menkim（味が付いていない海苔）
［○］○／［○○］◎（α） → ○［○］○（β）
kanca （醬油） menkanca （味付けしていない醤油）
［○］○／○［○］◎（β） → ○［○］○（β）
erkur（顔） men erkur（すっぴんの顔）
⒃は，接頭辞（X）se -（生）と men-（素）の単独のアクセントが分からな
いが，後部（Y）の名詞が α の1音節語と結合した se pam（生栗）・menkim（味
が付いていない海苔）は，Zが α になる。これに対して，後部（Y）の2音節
語名詞と結合した場合は，後部のアクセントに関係なく，Zは β になる。この
ような結果になるのは，複合名詞の規則から Xが β の時である。よって，se -
（生）と men-（素）は β である。
以上，複合名詞の規則により指示詞を含む接頭辞のアクセントが推測できる
ことを論じた。⒃の接頭辞は，慶尚道諸方言では①型に属するものであるが，
突山島方言ではアクセント合流により β で現れる点以外は，慶尚道方言とそ
の現れ方が同じである。26）
6 ま と め
本研究では，韓国全羅南道麗水市突山島方言の名詞のアクセント特徴及び複
合名詞の規則について考察を行った。名詞のアクセントは，文節の最初の2音
節が高いもの（α）と文節の次末音節のみが高いもの（β）の2つの型が対立
する体系である。β の1音節語に特殊付属語が付いた時は，慶尚道諸方言の「語
末核型規則」によるアクセント特徴と本質的に同じ現象が現れ，この特徴によ
り β の1音節語はアクセント合流により β に移行したものと解釈した。
26）k‐i-（その）は，慶尚道の一部地域で異なるアクセント型に属す。
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α 系列は，3音節語単独までは型の特徴がはっきり現れるが，文節の長さが
4音節以上になると，文節全体で次末まで高い音調型が自由に現れ，時には β
でも発音されたりする。この点から，文節の長さが4音節以上の α は β との
対立を失いつつあることが分かった。
複合名詞の規則は，「1音節語の β＋1音節語の α」の組み合わせを除けば，
基本的に前部要素のアクセントが複合名詞のアクセントになる。この規則によ
り，単独では発音されることのない接頭辞のアクセントの推測が可能である。
前部要素が α，後部要素が2音節以上の組み合わせの中で，4音節以上の語
は，規則と関係なく β で現れるものが多く，これは α と β の対立が失いつつ
あるためと結論付ける。
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